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令和７年度第２１回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和８年１月２７日 

                    担当部・課：保健福祉部健康推進課〔内線２４２７〕 

① 件  名 

ＲＳウイルスワクチンの定期接種化について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

ＲＳウイルス感染症は、急性の呼吸器感染症で乳幼児に多い感染症であり、年齢を問わず何度も

感染を繰り返すものである。初回感染時にはより重症化しやすいといわれ、生後１歳までに５０％

以上、２歳までにほぼ１００％の乳幼児が一度は感染するとされている。 

令和７年１１月、国の厚生科学審議会の予防接種基本方針部会において、ＲＳウイルス感染症を

予防接種法のＡ類疾病に位置付け、令和８年４月１日からＲＳウイルスワクチンを定期接種の対象

とすることが方針決定された。 

【目的】 

ＲＳウイルス感染症のまん延及び重症化を予防することで、新生児等の健やかな成長を促す。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

予防接種法（昭和２３年法律第６８号） 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

第３章 共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく健康に暮せるまち 

  第４節 誰もが元気に暮らせる心と体の健康づくりの推進 

    １  健康づくりを推進する 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和７年１１月 第７２回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会にお

いて、令和８年度からの定期接種化について決定 

    １２月 東松島市、女川町、石巻市医師会、桃生郡医師会との予防接種事業に関する事

前協議 

令和８年 １月 令和８年度当初予算裁定 

⑤ 主な内容 

１ 対象者 

妊娠２８週から３７週に至るまでの者 

２ ワクチン・接種方法等 

用いるワクチン 種類 接種回数 接種費用 

アブリスボ ＲＳウイルスワクチン １回 ３３，０００円 

※接種費用については、今後医師会との協議により決定する。 

３ 接種方法 

指定医療機関での個別接種 

４ 自己負担額 

なし 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

ＲＳウイルスワクチンを妊婦が接種することにより、胎盤を通じて胎児に抗体が移行することで、

感染症のまん延及び重症化予防の効果が期待され、新生児等の健やかな成長を促すことができる。 

【市財政への負担】（令和８年度当初予算額） 

 １７，２２６千円（需用費６千円、役務費８８千円、委託料１６，５３８千円、 

負担金・補助及び交付金５９４千円） 

※令和８年度見込対象者数：５１６人、見込接種率：１００％ 

 （財源） 一般財源(うち９割について普通交付税措置） 
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⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

他市町村においても、同様に令和８年度から定期接種化に伴う予防接種が開始される。 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和８年２月 市議会第１回定例会に関係予算案について提案 

３月 政省令の改正 

     ４月 石巻市医師会、桃生郡医師会及び宮城県医師会と予防接種事業委託契約締結 

   市ホームページ、市報等による周知 

接種開始予定 

⑨ その他 

 

 


